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西南日本における深部低周波微動の移動速度の空間依存性
Spatial dependency of migration velocities of non-volcanic low frequency tremor active
area at southwest Japan
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西南日本の沈み込み帯の深部低周波微動（LFT）は九州・豊後水道付近から長野県南部まで帯状に分布しているが，数
日以上継続する大きめの LFT活動においては約 10km/dayの速度でその活動域がフィリピン海プレートの走向方向に移
動していくことが知られている（例えば Obara 2010）．その移動の様子は，細かい空間スケールで見ていくと移動の向
きや速度の変化，プレートの沈み込み方向への動きが加味されるなど，その振る舞いは単純ではないが，おおまかにい
くつかのパターンに分類されている（Obara 2010, Obara et. al. 2011）．

LFTの移動速度の空間的変化は，プレート上の摩擦特性等に依存している事が示唆されており（Ando et. al. 2012, Gosh
et. al. 2012），移動速度の空間分布の特徴から摩擦特性などの知見が得られる可能性がある．本報告では，LFTの移動速
度を推定し，活動場所との関係について整理した．エンベロープ相関法による LFT震源カタログを用い，2008年 7月以
降の約 4年半の数日以上継続する大きめの LFT活動域の移動速度を抽出した．前述のとおり個々の LFT活動の全体的な
移動パターンは様々な様相を示すが，同じ方向に伝播する場合を比べると，領域毎に速度のばらつきは小さいことが明
らかになった．
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